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アメリカ 

イリノイ州シャンペーン 
２００２年４月～２０１５年８月滞在                        子どもの年齢   長男：10歳～22歳 現地校 

（2017年記）                                                 長女： 6歳～18歳 現地校  

基本情報 

気温 夏…  6月から 8月ごろまで、最高気温 26度から 3３度ぐらい 

     6月初旬には蛍がみられる 

朝晩は涼しく夜９時すぎまで明るい 

冬…  1１月末から 3月ごろまで-10度から-20度になることもある 

     3月に入って雪が降ることもあるが例年大雪が降るのは年に２、３回程度 

緊急電話 911 

電圧 120V 日本からの電化製品は変圧器が必要 

水 水道水は飲めるが、浄水器やミネラルウォーターを利用する家庭が多い 

 

買い物 

日本の物 日本製台所用品、食器、炊飯器等は韓国系スーパーで購入可 

食料品 現地のスーパーで一部日本の食品を置いてある店もあり、日々の生活に支障はない 

韓国系スーパー GREEN ONION、AMCO 

中国系スーパー ＦＡＲ ＥＡＳＴ 

車で 2時間半かかるが、シカゴのアーリントンハイツにあるミツワ、天助などの日系スーパーに行けば新

鮮な野菜、鮮魚、精肉や日本食が手に入る 

日用雑貨 ウォールマート ターゲットなどで調達できる 

学用品 学校から渡される Back to school list をもとにスーパーやオフィス用品店で購入する 

衣類 現地で購入可 

返品もでき、その際ほとんど理由を聞かれることはない（聞かれても、気が変わったからという理由でＯ

Ｋ） 

 

交通 

公共の交通 大学街なのでバス路線が充実している 

シカゴへ長距離バスおよび鉄道あり 

運転免許 基本的に車がなければ生活できないので免許取得は必須 

 

住居 

住宅事情 アパート、タウンハウス、一戸建てなど賃貸住宅は豊富にある 

日本人が多く

住むエリア 

一戸建て、タウンハウスなら市内南西のエリアが安全で家が新しい 

街の北側の新しいアパート群も設備が整っているので人気がある 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_the_United_States_(Pantone).svg


○C フレンズ 帰国生 母の会  2 

 

使用人 庭の手入れや家の掃除を定期的にお願いすることはあるが、家に使用人がいることはほとんどない 

治安 

セキュリティ 

全体的に良好であるが、北側の高速道路周辺は新しいアパートのエリアを除いて避けた方がいい 

キャンパスに近いところも学生が多いので避けた方が無難 

竜巻が発生することがあるので地下室があると安心 

 

教育 

通った学校 Robeson Elementary School   Gardenhills Elementary School   Jefferson Middle School 

Franklin Middle School  Centennial High School  Bloomington Normal   日本人学校補習校  

通った学校の 

詳細 

家の近くで教育環境の良い小学校を選択した 

現在は ESLが必要な生徒は、市内に３つある ESL クラスのある学校の中から選んで通う必要がある 

Gardenhills Elememtary には Gifted クラス(アドバンストクラス)があったため転校した 

通っていた小学校により中学校が決まる 

高校は住んでいる住所によって決まる 

塾  

家庭教師 

日本人向けの塾はない 

大学の街なので英語の家庭教師は比較的簡単に見つかる 

習い事 音楽系、スポーツ系何でもある 

アドバイス 雪のため学校が休校になることがあります。その場合、テレビにテロップが流れるのでチェックしましょう。 

アドレスを登録しておけばメールでお知らせが来ます。12歳になるまで子どもは一人で行動できないし、

留守番も許されないので、その場合はベビーシッターを雇うことが必要です。 

 

病院 

医療事情 自分の保険が使える病院を探してホームドクターを決めておく 

日本人医師 いない 

薬品 処方箋をもって薬局で購入する 

日ごろ飲みなれている薬は持参した方がよい 

 

交流 

日本人 イリノイ大学に日本人会がある 

補習校で知り合いになることも多い 

現地の人 とてもフレンドリーで、子どもの学校や習い事スポーツで知り合いになることが多い 

駐在外国人 大学の街なので世界中の国から留学生が来ている 

 

伝 え た い こ と 

シャンペーンはトウモロコシ畑と大豆畑に囲まれた、坂のない平坦な北海道をイメージさせるようなところです。イリノイ大学が

あるのでとてもインターナショナルで、街自体が外国人になれている住みやすいところだと思います。また、シカゴに行けばほと

んどのものが手に入るので生活に困ることはあまりないと思います。それでも日本に比べると不便さを感じると思いますが、頑

張りすぎず、楽しんでください。大学街の特徴として年に数回キャンパスに近づかない方が良い日というのがあります。例えば

新入生が引越しして来る日やフットボール、バスケットボールの試合がある日、卒業式などです。この時には街全体が渋滞し、
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身動きがとれなくなるので気をつけてください。 


